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ブルー・ナイルの源流を求めてスコットランド人探検家ジェイムズ・ブルース James Bruce 
（1730-94）がエチオピアを訪れ、1790年にその記録『ナイル河源流発見の旅』Travels to Discover 























































































































インドから遠征隊を派遣することに決めた。インド総司令官のロバート・ネイピア卿 Sir Robert 
Napier （1810-90）が指揮官に任命され、インドで人足や現地での輸送や機材運搬のためのロバ、
ラクダ、象などを手配した後、彼自身は 1868年 1月 7日、紅海に面したアフリカ東海岸にある
ズラ〔現在はエリトリアの港湾都市〕に到着した。ネイピアが内陸に向かって出発したのは 1月



























































Oroonoko, or The History of the Royal Slave （1688） やサミュエル・ジョンソン Samuel Johnsonの『ア














































































































1872年 3月 4日、アラマユは英国の新しい後見人に引き渡され、6ヶ月後の 9月には「アラマ
ユ王子」Prince Alamayuではなく、「アラマユ・セミエン」Alamayu Semien38の名前でチェルテナ
ム校に寄宿生として入学した。ベイツによれば、彼は周囲の懸念をよそに学校と寄宿舎生活に順





















1879年 1１月 14日、アラマユは、ランサムとビダルフ卿夫人 42の手を握りながら、18年 7
カ月の生涯を閉じた。自死ともいえる最期だった。








































































1   現アンバ・マリアム。エチオピア中央の山岳地帯に位置する。もともと地元（ウォロ民族）の要塞があった
場所に、テオドロス二世が侵攻し、山頂に教会と宮殿を建設した。
2   しかしながら、アラマユに関しては、2007年にエチオピア大統領がアラマユの遺体の返還を求める書簡をエ
リザベス女王に送った旨の記事が掲載された。2007年はエチオピアでは 2000年に当たり、千年祭が返還時期と
して最もふさわしいとの判断によった。現在に至るまで遺体はいまだに帰国を果たしていない。
3   エチオピア史およびテオドロス二世の経歴に関しては主として以下を参照。Saheed A. Adejumobi, The History 
of Ethiopia （London: Greenwood Press, 2007）, pp. 24-27; Harold Marcus, A History of Ethiopia （Berkeley: University 
of California Press, 1994）, pp. 63-76; Richard Pankhurst, The Ethiopians: A History （Oxford: Blackwell Publishers, 2001 
［1998］）, pp. 131-161.
4   Henry Blanc, A Narrative of Captivity in Abyssinia: With Some Account of the Late Emperor Theodore, His Country and 
People （London: Frank Cass and Company Ltd., 1970 ［1868］）, p. 17.
5   エチオピアは正統教会であるため、テオドロスもアブナもカトリックを敬遠し、技術援助に積極的なスイス・
バーゼルを拠点とするプロテスタント系宣教団（St. Chrischona Institute of Basel）を選んだ。
6   1837年に CMSのクラップ（J.L. Krapf）がエチオピア入りした。
7   1862年 10月 29日付。書簡は英国に限らず、ほぼ同様の書簡を同日付でフランスにも送った。現存するのが
その二カ国に宛てられたものであり、ヨーロッパの他のキリスト教国、たとえば、オランダ、オーストリア、
ドイツ等にも送ったと考えられている。
8   Blanc, p. 6 
9   イギリス人宣教師の名はヘンリー・スターンといい、彼はファラシャをキリスト教徒に改宗する活動に従
事していた。1862年にその活動とエチオピア紹介を兼ねた本を出版した。Henry A. Stern, Wanderings among the 
Falashas in Abyssinia （London, 1862）. テオドロスは皇帝即位後に自らを「ソロモン王とシバの女王との間に生ま
れた皇祖メネリクの末裔」を名乗っていたために、「下剤売り」の記述が彼の逆鱗に触れることとなった。スター




12  1864年 2月 14日付カメロンの鉛筆書きのメモは以下の書き出しで始まる：Myself, Stern, Rosenthal, Cairnes, 
Bardel, McKravie are all chained here. Flad, Staiger, Brandeis, and Cornelius sent to Duffat, to work for the king. No 
release until civil answer to King’s letter arrives…急いでいたためか、メモの日付は 1863年と誤記されていた。マー
スデンによると、このメモは最初にマッサワの英領事代理スピーディに送られ、ミアウェザー、コフーンを経
て 4月 28日にラッセルへ転送された。Philip Marsden, The Barefoot Emperor: An Ethiopian Tragedy （London: Harper 









マユと彼女はマグダラに送られた。Blanc, pp. 19-20.なお、Teruneshは、Terunishi （Blanc）とも Teruwark （Rassam）
とも綴られる。
15  シャンマとは、白色綿布のエチオピアの民族衣装。
16  Blanc, pp. 10, 18.
17  Hormusd Rassam, Narrative of the British Mission to Theodore, King of Abyssinia: With Notices of the Countries 
Traversed from Massowah, through the Soodan, the Amhara, and back to Annesley Bay, from Magdala, vol. 2 （London: 
John Murray, 1869）, p. 58. 












許可された。Rassam, vol. 2, pp. 343, 356.
22  Darrell Bates, “The Abyssinian Boy”, in History Today （London, Dec.1, 1979）, p.817.しかし、ラッサムの手記には
その記述はなく、5月 17日の葬儀を終え、5月 27日ズラにてアラマユの世話を local political ofﬁcerに任せた、
とあるのみである。Rassam, vol. 2., p. 348.
23  Quoted in Bates, p. 817.
24  Bates, p. 817.
25  Henry Morton Stanley, Coomassie and Magdala: The Story of Two British Campaigns in Africa （New York: Books for 
Libraries, 1971 ［1874］）, p. 277.
26  とりわけ、1849年英軍により滅亡したシク王国（独立までパンジャブは英領インドの一州となる。1949年イ




28  Quoted in Bates, p. 817. 
29  Quoted in Bates, p. 818.
30  スピーディの経歴等は、主としてスタンリー、ラッサム、ブランクの手記による。
31  Marsden, pp. 290-1
32  Stanley, p. 277.
33  Rassam, vol. 2, p. 63. 
34  Stanley, p. 353.




37  Bates, p. 820.
38  ラグビー校編入時の学籍簿を転載した Greenﬁeldの文献には Alamayu Simyenと記されている。Richard 
15
アビシニア狂詩曲　皇太子アラマユの数奇なる短い生涯
Greenﬁeld, A New Political History （New York: Frederick A. Praeger, Inc., 1965）, pp. 83-84. アラマユの英語表記も
Alemayu, Alamayou, Alemayehuとあるが、本稿では学籍簿に準じた。Semienとはアラマユの母の出身地、タナ
湖北部に位置する。
39  シリル・ランサム Cyril Ransome （1851-97）は、現代では教育者というよりは、小説家で児童文学者として有
名なアーサー・ランサム Arthur Ransome （1884-1967）の父親として知られる。1878年から 96年までリーズにあ
るヨークシャー大学 Yorkshire College教授。
40  Quoted in Bates, p. 823.
41  Blanc, p. 15.
42  Sir Thomas Biddulph, the Master of the Queen’s Householdの令夫人。彼女のもとには 13歳のアラマユ自筆の手
紙が残されている。休暇になるとアラマユは、ノースコートかビダルフの別荘に長逗留した。
43  Greenﬁeld, p. 84.
44  Darrell Bates, The Abyssinian Difficulty: The Emperor Theodorus and the Magdala Campaign 1867-68 （Odford: Oxford 
University Press, 1979）, p. 219. ネイピアはマグダラでの功績によってすでに男爵となっていた。
45  Greenﬁeld, p. 84.
46  Bates, The Abyssinian Difficulty, p. 205.
47  Quoted in Bates, p. 823.なお、アラマユに関しては、同じ年に刊行されたベイツの著書 The Abyssinian Difficulty
よりも、History Todayに掲載された論文「アビシニアの少年」の方が詳しい。
48  Marsden, p. 345.
49  Greenﬁeld, p. 84. ただし、ラス・マコネンの訪英が 1925年と記されている。正しくは 1924年のことである。
付記：本稿は『異境』第二号（十八世紀文芸表象研究会、2011）所収の「戦争に翻弄された少年：
19世紀英国に渡ったエチオピア皇太子の運命」（1-42頁）を補訂したものである。
